
学校名 片柳小学校

実施日 令和8年2月3日

領域 ＮＯ 評価項目 自己評価
学校関係
者評価

・小中連携の中身はあまりわからない。交流をすることは大切だと思う。
・距離的に難しい部分もあるが、出前授業等で少しでも中学校の様子が
見られるといいと思う。
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10
本校は、小中連携を推進してい

る。
C

・今年の取り組みをみると、連携の焦点がすり合わされていないと感
じた。職員の顔を知ったり学校を知るという点で、個人的には有効で
あったが、来年も同じ形式で実施するなら実施の意義は感じにくい。
連携を推進する意義を再考すれば、実施時期、どの職員が参加す
べきかといった規模などが自然に見つけられると考えられる。
・小学校の児童の様子、中学校の生徒の様子を共有できる時間が
あると良いのではないかと思う。
・小中連携で話し合いをもっているので良いと思った。
・中学校との連携がうまくいっていないと思うため
・これからあるのかもしれないが、中学校の教師が小学校に来て、
授業をするなどあってもいいと思う。

B

・特別支援の児童に対して先生方はよく見ていると思う。児童の個人差
があるので先生方も大変だと思う。
・目線の高さを合わせて、寄り添い、時に子供に任せながら場面による
指導の工夫が見られる。
・複数の教職員で対応しているので充実した対応が行われている。
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9
本校は、積極的に家庭・地域等と連携・
協働している。 B

・地域イベントの参加などにも積極的だと思う
・田植えなど地域と連携して、児童の指導をおこなっている。
・学習の中に地域や家庭のボランティアが入っていたり、田植えなど
地域の中での学習も行っているため。
・保護者の学校への関心が薄いため。
・応援団、ボランティア、坂戸高校など関わりが深い。

A

・児童も田植えは楽しかったと言っていた。これからも地域との交流を大
切にしてもらいたい。
・ミシンの授業で保護者ボランティアが参加していた。坂戸高校とも引き
続き積極的な連携をしていきたい。
・保護者のボランティア活動が良い雰囲気を出している。
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8
本校は、特別支援教育の充実を

図っている。（市重点項目）
B

・一部の児童に付きっ切りになっている。ここは改善するべきところだ
と思う
・教職員が、情報を共有している。
・担任の先生が、それぞれのクラスで個別に支援が必要な児童と向
き合って指導に当たっている。交流級の先生方が特別支援の児童を
快くクラスに招いてくださる雰囲気が良い。
・特別支援学級の担任から、専門的に教えていただき、指導に生か
せる。

A

・前任校で不祥事があった学校の先生に話をしていただくと、学校の信
用のため、絶対に不祥事がない風土に効果があった。
・倫理確立委員会を開催する等、積極的な姿勢に好感が持てる。

7

本校は、不登校の未然防止や課題

解決のための取組を実施してい

る。（市重点項目）

B

・学校側の思いが保護者に伝わらないのを感じる
・欠席が多い児童に対して、家庭に連絡をとっている。
・ケース会議が開かれたり、気づきを利用し児童の情報共有がされ
ている。
・にこにこルーム（SSR）の設置。
・全体周知ができていないので、欠席状況や児童の様子について知
らせていく。

A

・不登校の児童に対しては、学校や家庭との共有が大切。また、児童相
談所との連携も視野に入れてみたらどうか。
・個に応じた支援を行っている様子がうかがえる。子供たちの主体性を
育む教育活動が行われている。
・教職員間でしっかりと情報共有を行い取り組んでほしい。
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6

本校は、体罰や交通事故等の不祥

事を根絶するための効果的な取組

を実施している。（市重点項目）

A

・根気よく子供たちと向き合う姿が頻繁にみられる。
・定期的に倫理確立委員会を行い、教育公務員としての自覚を再確
認する研修が行われているから。
・倫理確立委員会を開いていただき、教員同士で話し合うことによ
り、みんなで気を付けようという意識が高まっている。

A

・ペアやグループでの授業は協力できるところもあると思うが、集中でき
ないところもあるのではないか。1回目の授業参観の時はあまりにもば
らばらの感じがしたのですが4回目になったらとても良かった。
・授業場面に応じたレイアウト学習スタイルを工夫している。思考、判
断、表現を意識した授業を上級生を中心に引き続き行ってほしい。
・教材等の工夫が見られる。

5
本校は、豊かな心を育む教育の充実を
図っている。 B

・道徳教育、多様な体験活動、ボランティア活動を通じて、喜びや自
己有用感を育む活動ができている。
・道徳の研修もあり、豊かな心をはぐくむ教育の充実に向かっている
と思います。
・全職員で全校児童の対応を行っているので

B

・片小は児童数があまり多くないので児童がのびのびしてよいところも
あるが、挨拶ができていない。学校だけではなく家庭の躾も重要ではな
いか。
・授業内でも助け合いや意見調整や合意形成を子供たち主体でやって
いる。挨拶は学校だけでなく、家庭や地域の力も必要だと感じる。
・道徳の授業等、様々な指導をされている。
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4
本校は、主体的・対話的で深い学びの
ある授業づくりに取り組んでいる。（市
重点項目）

B

・学びづくりの観点から授業改善をしているため
・学びづくり研修会や学校研究等を通して、本校は、主体的・対話的
で深い学びのある授業作りについて学べている。管理職の先生方や
教務主任の先生に授業を見に来ていただき、具体的にご指導いた
だけるとさらに授業力の向上につながる。
・学力の実態をみると現在の方向が最適であるかを早々に検討する
必要がある。 A

3 本校は、働き方の改善を推進している。 C

・所見、会計報告の負担。研修の多さ。
・調整時間を設定せざるを得ない研修などが依然としてみられる。時
間内でできることを精査し私たちの勤務と個人の時間を大切にして
もらえる職場環境に変えていくべきである。
・ふれあいデー、ノー残業デーで帰れないことが多い。業務を精査
し、負担軽減が必要だと感じる。
・学級事務や教材づくりの時間をもう少し確保してほしい。
・研修が充実しているのはいいが、時間が長い。
・年休がとりにくい。
・１学期と変わっていないと思います。働き方を改善するのであれ
ば、行事や業務の選定や改善をする必要があると思います。「早く帰
ろう」という言葉がけだけでは何も変わりません。担任の仕事（成績
処理等）が忙しいときに放課後の見回りやインターホン対応、電話対
応などを教務部の先生方に協力していただけるとありがたいです。

B

・どこの職場でも働き方改革は中々できていないようで、個々で考えて
いかなければならないのでは。
・子供たちとの直接の関わりを持てる時間を充実させることが改革の一
手だと考える。単なる時短は教育効果が薄れると考える。
・働き方改革の意識は教職員の間で共有されつつある一方で「実質的
な改善につながっていない」と感じる声が多い。短期的な取組は進んで
いるものの、中長期的なビジョンを共有することで教職員の負担軽減と
教育の質の向上につながると考える。例えば業務を棚卸し、必要性や
実施方法を可視化することで見直しや支援可能な領域が明確になる。
・保護者とのやり取り（電話対応等）を様々な方法で管理職との共有を
図る。

A

・校長先生をはじめ、先生方も大変努力をされているように見える。
・保護者及び教職員の現状を丁寧に把握し、エビデンスを参考にした学
校づくりを取り入れている様子がうかがえる。
・概ね良好

2
本校は、災害や事故等に対する組織的
な体制を整えている。 B

・学校防災マニュアルが作成されていて、職員室や保健室に掲示し
てある。
・不審者だけでなく、災害時の教員の動き方の研修をいれてもいい
かもしれない。
・避難訓練の定期的な実施、夏休みに実施していただいた不審者対
応研修などがあるため。

A

・ある程度指導しているが、自転車ヘルメットの着用をしていない児童が
いたら、注意をしてもいいか。
・児童等への予告なしの訓練を実施していることがうかがえる。越辺川
の河川決壊を想定した訓練を検討しても良い。
・定期的に避難訓練を実施している。

　　評価　　A：よくできている　　　　B：概ねできている　　　C：あまりできていない　　　D：できていない

〇「自己評価についての評価の説明及び学校の考え」の欄には、理由及び自己評価の結果をどのように受け止めているかを記入ください。

自己評価についての評価の説明及び学校の考え 学校関係者評価委員会の説明
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1
本校は、目指す学校像の実現に向け、
組織的・計画的に取り組んでいる。 B

・グラウンドデザインが周知され、様々な職員研修を行っている。
・チーム別研修や学びづくり研修など多くの研修をすることで教員同
士で協力したり、自分の力を高めたりしている。

坂戸市立片柳小学校

様式３　まとめ（自己評価および学校関係者評価）

坂戸市学校評価システム 令和７年度　　　学校評価

自己評価及び学校関係者評価

〇「自己評価」及び「学校関係者評価委員評価」の欄には、Ａ～Ｄを記入してください。


